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中期経営計画（T.RAD-2025）に関するお知らせ 
 

当社は、中期経営計画（T.RAD-2025）を策定いたしましたので、お知らせ致します。 

内容につきましては、次ページ以降をご参照ください。 
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T.RAD-2025
2025年 5月
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％

（当初計画）T.RAD-12

T.RAD-12 2024年度（2025年3月期）実績

経常利益率

ROE

売上高 1,592億円
5.1％
9.1％

《2024年度実績》
1,500億円

6.0％
10.0％

《T.RAD-12当初目標》

T.RAD-12実績は、当初計画に対して順調に推移
売上高は目標を上回る。経常利益・ROEも目標達成まであと一歩（後述）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
12/01 経理財務部更新済



T.RAD-12 2024年度当期利益について

 米国事業の改善が収益改善に大きく貢献
 一時的な費用*がなければ利益目標達成していたレベル

*中国取引先の貸倒引当金、市場クレームの品質保証引当金等

増加分
＋31

その他

米国事業改善
25

2

国内部門
収益性向上

13
当期純利益

12

12

2024年度

2023年度

（単位：億円）

当期純利益

12

貸倒引当増加

品質保証引当増加
▼5
▼4 43
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2024年度 T.RAD North America の大幅改善
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前期比大幅に収益改善が進む

生産移管やマザーからの
応援により生産改善が進む

仕損、バックオーダー、
臨時便が大幅に減少

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
特にティラドの最大の課題となっているTRAについて、
2024年は前期比大幅に改善が進んできており、
2025年に黒字化を見込めるレベルまで改善してきたことは
非常に大きな前進であり、

TRAで働く皆さんとそれを支援するマザー拠点、生産移管先の拠点、
その他全ての部門の皆さんの支援と頑張りによるものであり、
大変感謝しております。ありがとうございます。




T.RAD-12 資本配分実績（2022～2024年度累計）

投資額合計 251億円
成長投資

 電動化
 新規受注・増産
 設備更新・保全
 環境／DX／人財投資

戦略投資

 新工場
 M&A
 新規事業

株主還元

 配当
 自己株買い

179億円 31億円 41億円

インド合弁会社 TATA TOYO RADIATOR
出資比率アップ(40.25%⇒49%)
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中国・インドネシア
子会社の独資化

中山 青島

常熟 インドネシア

秦野新工場建設
（2025年秋完成）

G工場



新経営計画「T.RAD-2025」の策定について

 ４年毎に中期経営計画策定
※ 積上方式による計画策定

《狙い》
 業界・環境変化への素早い追従と対応
 その時々の経営環境、条件に則した
経営戦略・目標数値の策定

世界の自動車業界の変化のスピードに追随すべく、
中長期的な経営計画の策定方法を変更いたします。

～2024年度《現状》 《新方針》T.RAD-2025（～2030年度）

《課題》
 業界・環境変化のスピードが
速いため、４年の間に環境条
件と中期計画の前提に乖離が
生じている

 T.RAD-12は2024年度で終了（前倒し）
今後は年次毎に経営目標数値を策定

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

T.RAD-11 T.RAD-12

2025 2026 2027 2028 2029 2030

T.RAD
2025

T.RAD
2026

T.RAD
2027

T.RAD
2028

T.RAD
2029

T.RAD
2030

2030年度に向けた経営戦略と
経営目標数値を毎年見直し
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経営戦略【T.RAD-2025 企業ビジョン】
1. GXを実現する企業
2. 顧客に喜ばれ選ばれ続ける企業
3. ステークホルダーから信頼される企業
4. 人を大切にする企業
5. 安定した収益性を実現する企業
6. ５C+２S＋３R

経営理念
 すぐれた熱エネルギー変換技術とサービ
スの提供により、地球環境にやさしい
持続可能な社会の実現に貢献する

 会社の永続的発展と顧客、株主、従業
員、
取引先、地域社会の幸福を追求する

コーポレートスローガン

 限りなく拡がる熱エネルギー変換技術
に夢を託して

 GXの実現に貢献する世界No.1熱交換
器メーカーを目指して

T.RAD-2025 経営理念・コーポレートスローガン・経営戦略
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、2022年度よりスタートしました第12次中期経営計画 （T.RAD-12（2022～2025年））になります。
1年目の実績を報告させて頂きます。






Challenge
挑戦

Change
変化

Co-Operation
協力

Speedスピード

Co-Creation
共創

Connect
繋ぐ

Share 共有 Reduce減らす

Reuse
反復

Recycle
再利用

T.RAD-2025 5C+2S＋3Rとは

(4) スピードを重視した活動

(3) 部門を超えたコミュニケーションと協力

(1)新しいことへチャレンジできる風土

(2) 取り巻く環境の変化及び
自らを変革することを恐れない活動

(5) 3Rの推進

＋ ＋
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T.RAD-2025 業績目標
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GXを実現する企業
になるための取り組み
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グリーントランスフォーメーション（GX）への取り組み

循環経済への移行
Circular Economy
資源の再利用やリサイクルで
廃棄物を減らす経済システム

自然再興の取り組み
Nature Positive
より多くの自然を保護し
回復の継続に努める活動

GXに貢献できる熱交換器の開発と拡販を推進していく

脱炭素社会への移行
Carbon Neutral
温室効果ガスの排出を
全体としてゼロに

GX
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①内部統制システムの構築・運用　②気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）開示の推進

１枚の範囲でとりあえず文字減らす
同じことは１回しか言わない



世界の潮流は「マルチパスウェイ」へ

e-fuel 水素
エンジン

HEV
PHEV

FCEV
燃料電池車 BEVガソリン

BEVだけでなく多様なパワープラントを選択肢として
提供するマルチパスウェイこそがカーボンニュートラル

実現の早道との認識が世界で広まっている

マルチパスウェイ

Carbon Neutral

パワープラントの多様化ICE EV
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
バッテリーEVの普及が踊り場にある地域もあるなか、ハイブリッドやICE向けの従来までの熱交換器は依然重要製品です。

今後は将来のBEVや燃料電池向け製品、例えばインバーターヒートシンクや熱マネ改善のための空調用のチラーやコンデンサーなど、マルチパスウェイ時代に求められる競争力のある新規製品の開発と生産が必要となります。

新しいエンジン開発が進み、水素やe-fuelを利用するなどCN達成の為の手段は多様化しております。
いずれのパワープラントにも熱交換器は必要であり、ティラドの仕事はますます増えていくと予測しております。

----�カーボンニュートラルを実現するための手段は、BEVの1本だけではない。
BEVに加えて燃料電池車（FCEV）、エンジン車、ハイブリッド車（HEV）、
プラグインハイブリッド車（PHEV）、水素エンジン車など、
あらゆる手段＝複数の小道を使うのが、総合的なCO2排出を減らして
カーボンニュートラル化に向かう本当の意味での早道ではないか……と
いうのが、マルチパスウェイのココロだ。



どのパワープラントにも熱交換器は必要

マルチパスウェイ時代において、
熱交換器ニーズはより多様化かつ増加していく
ティラドにとっては市場を拡げるチャンス！

e-fuel 水素
エンジン

HEV
PHEV

FCEV
燃料電池車

BEV

ガソリン
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
バッテリーEVの普及が踊り場にある地域もあるなか、ハイブリッドやICE向けの従来までの熱交換器は依然重要製品です。

今後は将来のBEVや燃料電池向け製品、例えばインバーターヒートシンクや熱マネ改善のための空調用のチラーやコンデンサーなど、マルチパスウェイ時代に求められる競争力のある新規製品の開発と生産が必要となります。

新しいエンジン開発が進み、水素やe-fuelを利用するなどCN達成の為の手段は多様化しております。
いずれのパワープラントにも熱交換器は必要であり、ティラドの仕事はますます増えていくと予測しております。

----�カーボンニュートラルを実現するための手段は、BEVの1本だけではない。
BEVに加えて燃料電池車（FCEV）、エンジン車、ハイブリッド車（HEV）、
プラグインハイブリッド車（PHEV）、水素エンジン車など、
あらゆる手段＝複数の小道を使うのが、総合的なCO2排出を減らして
カーボンニュートラル化に向かう本当の意味での早道ではないか……と
いうのが、マルチパスウェイのココロだ。
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カテゴリー別・パワープラント別売上予測
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※当社予測
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
自動車業界における電動比率は年々増加してきております。
それに伴い当社の電動化製品比率も増えていくと予測しております。
T.RAD12終了時の2025年には、自動車事業の電動比率は50％に達する予測です。




CO
₂排
出
量
（

kt
-C

O₂
）

※数値はScope１＋２

中計 実績

2030年度目標

27%減

15

カーボンニュートラルに向けた取り組み

Copyright © T.RAD Co., Ltd. All rights reserved.

2050

2050年度目標
カーボン

ニュートラル
の実現

T.RAD-2025
T.RAD-12目標
３%減/年

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当社は、2050年にカーボンニュートラル、足元ではCO₂の削減目標を３％／年として、2030年には2021年比で27％削減することを目標にしています。

当社の生産活動により直接排出されるScope1のCO₂および、電力等の使用により間接的に排出されるScope2のCO₂の削減活動については、エネルギー効率の高い設備、太陽光発電、地下水と熱交換器を利用した空調システムなどを順次導入していきます。
また、材料・部品製造、物流、廃棄・リサイクルにおいて排出されるScope3のCO₂については、熱交換器の主な材料であるアルミニウム材の製造過程でのCO₂排出量を削減すべく、ｸﾞリーン材料、リサイクル材料の採用、製品の小型化・軽量化を推進していきます。

CO₂削減手段の一つとして車両の電動化が現在急速に進んでいます。当社は電動車に必要とされる多様な熱交換器を提供し、電動車の熱エネルギーマネージメントの要素として、電動車のコンポーネントの効率や耐久性を向上することでも社会のカーボンニュートラル化に貢献します。




CO
2

排
出
量

その他
物流

生産

部品

材料

グリーン材料活用

薄型軽量化

太陽光発電 省エネ設備 加熱レス接合
仕損低減

使用量削減

DX活用による効率UP

2021 20502030

CO
2

吸
収
量 CO2吸収

材料リサイクル

省エネ工場

部品内製化

生産性向上

16

CO₂削減活動の推進イメージ

Copyright © T.RAD Co., Ltd. All rights reserved.

2030目標

27%減

2050目標
カーボン

ニュートラル
の実現

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
左のグラフだけでよい？
言葉整合性

DX入れる？



太陽光発電、窒素発生装置、エコ空調システム等の活用による
「省エネ工場」の実現～継続的にCO₂フリーの競争力ある電力入手への投資

17

カーボンニュートラル活動実績 (2024年度実績)
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T.RAD (Vietnam) CO.,LTD

東洋熱交換器（常熟）
有限公司

秦野製作所

滋賀製作所

技術本部(名古屋)TATA TOYO Radiator
Limited.

T.RAD(Thailand) Co.,Ltd.
2024年３月～稼働

青島東洋熱交換器有限公司
2024年６月～稼働

PT.T.RAD INDONESIA
2024年7月～稼働

太陽光発電の活用

▲4,512 tCO₂/年

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
カーボンニュートラル活動の具体例です。
太陽光発電、窒素発生装置、エコ空調システム等の活用を行っております。
海外拠点への展開も継続活動してまいります。




樹脂材アルミ材

原料

製品

再溶解し
アルミ鋳物等へ

リサイクル

生産

循環経済（サーキュラーエコノミー）に向けた取り組み

アルミ材や樹脂材をはじめ、リサイクル推進で循環型社会に貢献

樹脂材（シュラウド等）

ケミカルリサイクル

Copyright © T.RAD Co., Ltd. All rights reserved. 18

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
サーキュラーエコノミー

伝えたいこと
→ティラドは循環型社会に貢献しようと活動している

実現方法
ティラドの製品で使用されている「アルミ材」と「樹脂材」について、
「材料」、「製造段階」、「製品として市場に流通後」の各段階で
それぞれ２つの循環（アルミ材、樹脂材）を検討している。




顧客に喜ばれ、選ばれ続ける
企業になるための取り組み

Copyright © T.RAD Co., Ltd. All rights reserved. 19



20

カーボンニュートラルに貢献できる熱交換器の開発と拡販
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マルチパスウェイ時代に求められる、
多様な熱交換器開発への対応と競争力ある商品開発

①
スピードアップ

開発効率向上（フロン
トローディング開発・
コンカレントエンジニ
アリング）
解析技術の向上による
試作・試験レス化
デジタルツインを活用
した手戻りの少ない生
産準備
DXを活用した意思決
定の迅速化

②
価格競争力と付加価値向上

熱交換器では絶対に負けない
独創的技術
高機能・高性能製品の開発
徹底的な原価の作り込み
出来高アップと仕損削減
省人化・自働化の推進
専門メーカーだからできる高
いコスト競争力と最適品質
主要部品の内製化比率アップ

③
業務改革活動

TPS活用・TPM活動・
QCサークル活動・スタ
ッフ業務改善活動・経
費削減活動の強化とグ
ローバル展開
全部門（営業・技術・
生産・調達・経理財
務・人事総務・海外生
産拠点）でのDX推進

他社には真似できない「ティラドの強み」を作りこむ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして、ティラド中長期的課題は熱交換器専門メーカーとして、カーボンニュートラルに貢献出来る熱交換器の開発と拡販です。

ダントツの次の製品開発、CN時代、電動化時代、バッテリーEVだけでなく燃料電池やe-Fuelや水素エンジンなどマルチパスウェイ時代に求められる競争力のある商品開発が必要です。

その為には、今年の年頭の挨拶の際にもお願いしましたが、スピードが重要となります。
開発のスピードを上げる為には、開発の複数のプロセスを同時に行うコンカレントエンジニアリング、製品開発プロセスの初期段階にリソースを投入して前倒しで開発を進めるフロントローディング開発が大事です。また、シミュレーション・解析技術の更なる活用、DX推進を徹底的に推進する必要があります。

また、良いものが早くできても、競争力のある価格でなければお客様は買ってくれず、結果的にCNにも社会に貢献できません。
その為の原価の作り込み、特に図面での原価低減が不可欠です。また、生産技術ついてもダントツ次を考え、出来高アップと省人化、自動化、さらにまだ実現できておりませんが、生産設備や生産ラインのシミュレーション、デジタルツインの活用も重要となります。
熱交換器は歴史のある商品ですが、原価低減がこれ以上できないと言うことはない。VAVEでの取り代、原価低減と付加価値向上はまだまだあると考えて、諦めずに取り組んで欲しい。

付加価値を上げるには、原価低減と更に値上の両方を計画的に進めていく必要がある。値上については営業本部を中心に頑張ってくれているが、海外拠点の分の値上について、更なる活動もお願いしたいと思います。

また、モノづくり現場でのTPS・TPM活動、間接部門や事業管理部門でのスタッフ業務効率化、プロセスの改善、無駄を無くす経費削減の取組みも重要となります。
短期的課題への取組みと長期的課題への取組みどちらも大切であり、短期的課題での対応に終われて長期的取組みを後回しにしない様に活動を進めて下さい。



グローバル開発・生産体制の最適化

各拠点の特性を活かし、開発と生産配分をグローバルで最適化

海外R&D拠点でのローカライズ
海外生産による「地産地消」の推進
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マザー拠点（日本）
での商品開発と生産

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
世界に工場がある
作る場所をグローバルで最適化していく



製造技術条件表・作業標準・動画マニュアル等を
クラウドデータベースで迅速にグローバル拠点に展開

製造条件・作業標準・マニュアル等のグローバル展開

Copyright © T.RAD Co., Ltd. All rights reserved. 22

製造技術条件表・
・作業標準・動画マニュアル

品質基準
教育のしくみ等

マザー拠点で策定



ティラドにおけるDX推進イメージ

PLM：Product Life Management 
ELM：Equipment & Asset Life Management
ECM：Engineering Chain Management
MES：Manufacturing Execution System
SCM：Supply Chain Management

全社DXシステムを自社で企画・開発
クラウド

（データレイク）

サブシステム群

受注管理・サプライチェーン管理（SCM）

TERRA（生産管理/IoT/MES）

設計開発支援・製造ライン管理（PLM・ELM・ECM） 品質管理

財務管理・原価管理

経営シミュレータ

Salesforce（ワークフロー / ECM / PLM）

見積 受注 設計 生産計画 調達 生産工程 生産実績 納品物 品質・
クレーム
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当社DXの全体構想として、システム同士を連携させ、あらゆるデータを収集・一元管理することにより、ユーザが当該データの分析により、気づきを得て、様々な経営課題解決のための判断や戦略・施策立案に集中できるサイクル構築を目指しております。




生産管理システムと会計システムをグローバル統合
業務プロセスをグローバルで標準化

グローバル統合生産管理システム構築
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データを活用し意思決定を高速化

生産管理

IoT

MES 意思決定

BIツール

成果

クラウドに
集約・一元化

物流効率
生産性
採算性
直行性
故障予知 等

物流改善
生産効率向上
利益改善
取引先満足度向上
設備効率向上

現場からの
リアルタイム

データ

クラウド
（データレイク）

 売上、購買
 出来高
 品質データ
 設備データ

在庫
進捗
原価
品質
保全等

データを
可視化

人は評価・対策
に集中

Sense
収集

Analyze
分析

Think
評価

Act
対策
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すべての階層（現場・スタッフ・マネージャー・経営者）の
社員一人一人の意思決定のスピードアップを実現



新規事業への取組み
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新規事業（熱電ラジエータ・排熱発電超省エネ炉）

Copyright © T.RAD Co., Ltd. All rights reserved. 27

捨てられている熱を電気に変換して有効活用する技術への挑戦

②炉の排熱を利用した熱電発電

数百度のろう付け炉と冷却水の
温度差を利用して熱電発電

ろう付け炉への投入検討中

2030年めどに
実用化を目指す

 高性能・低コストな熱電素子材料
の研究開発（東北大学との共同研究）

 熱電素子・モジュールの内製化
に向けた生産技術開発

①熱電ラジエータ

ラジエータ＋熱電素子で
部品削減・燃費向上に貢献

熱電ラジエータ試作・試験中

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実証実験の拡大予定：高温塩化物泉実証地募集中
実用化時期：2030頃（新材料＋熱電生産技術）
収益化展望：内製化により高収益化を目指します
発電密度：0.0056W/cm3　5,556W/m3





ティラドが培ったDXのノウハウをパッケージ化

T.RAD CONNECT
生産管理
システム
（ERP）

Sales
force

IoT
AI

データ分析

28

新規事業（DXソリューション外販：ティラドコネクト）

Copyright © T.RAD Co., Ltd. All rights reserved.

サービス業などの異業種

他社製造業

ティラド顧客
・取引先

DXソリューション「ティラドコネクト」として外販



安定した収益性を実現する企業
ステークホルダーから信頼される企業になるための
取り組み
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 WACC(6%)を上回る投資を前提に、Cashをタイムリーに投資に振り向ける
 他の追随を許さない、熱交換器メーカーのトップランナー企業を目指す

T.RAD-2025 資本配分方針

営業キャッシュフロー＋借入調達

成長投資

 マルチパスウェイ対応
熱交換器開発

 省人化・自動化・生産性向上
設備の導入

 DX投資／環境投資
 人財投資

既存ビジネスの強化

戦略投資

 生産リソースの拡充とグロー
バル生産再配分の推進

 米国内生産第２拠点の検討
 インドへの投資拡大
 M＆Aの検討
 新規事業への取組み

未来への投資

株主還元

 DOEによる安定配当と機動的
な自己株買いの実現

 資本効率と安全性(自己資本
比率)の両立

 ROE目標、PBR1.0倍目標の
追求

市場に評価される企業へ

100～150億円/年

Copyright © T.RAD Co., Ltd. All rights reserved. 30



*DOE = 年間総配当額÷「連結純資産(除く非支配持分)の前期末および当期末の平均値」、2024年度から適用

T.RAD-2025 株主還元目標について

 資本効率の向上と長期安定的な株主還元の実現のため、2024年度以降、
連結株主資本配当率(DOE)を新指標として導入

 DOE計算の資本定義*を、連結株主資本合計から連結純資産合計に変更

DOE

5.0％
以上

ROE

15.0％
以上

配当性向

34％
以上

＝ ×2030年度
目標
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DOE

3.3％

ROE

9.1％

配当性向

36％＝ ×

2024年度
実績

年間配当

240円

中間配当

90円＝ ＋
期末配当

150円



T.RAD-2025 株主還元施策について

 更なる市場シェア獲得による売上増加とROE向上
 生まれた営業キャッシュフローを適切かつ
タイムリーに投資と株主還元に投入

資本効率と株価を
意識した経営を実践
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2024年度実績
2030年度目標

自己株買い
20億円以上

DOE 3.3%以上
年間配当 240円以上

DOE
5.0%以上

株
主
還
元

以降は市場流動性も考慮の上、
自己株買いを検討

ROEを向上させなが
ら、DOE水準を強化

T.RAD-2025

ROE

売上高 2,000億円
15.0％

PBR 1.0倍ROE

売上高 1,592億円
9.1％

PBR 0.5倍
2025年度に自己株買い
20億円を実施予定

経
営
目
標

DOE 3.3%
年間配当 240円

自己株買い
8.2億円

T.RAD-12



T.RAD-2025 PBR向上への取組み
PBR

0.5
ROE

9.1%
PER

5.5倍= ×
2024年度
実績

1.0 15.0% 6.7倍= ×
株主資本コスト8%を

超えるROE
純資産額以上の時価総額
（BPS以上の株価）

2030年度
目標

= × ×
9.1% 2.7%= 1.6倍× × 2.1倍

15.0% 3.5%= 1.8倍× × 2.4倍
利益率重視の経営 資本効率の追求

当期純利益
自己資本

当期純利益
売上高

売上高
総資産

総資産
自己資本

ROE 売上高当期純利益率
（収益性）

総資産回転率
(効率性）

財務レバレッジ
（非安全性）

2024年度
実績

2030年度
目標
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T.RAD-2025「働く株主」の推進
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株式給付信託制度
（ J-ESOP）

 年一定額の株式ポイント
を全従業員に支給

 配当を含めて複利で運用

 従業員がティラドの
株式を積立購入

ティラド
自社株投資会

 報酬の一部を株式で支給

譲渡制限付き
株式報酬制度 RS

株式

① 株式保有による配当収入（インカムゲイン）
② 株価アップによる定年退職後の売却利益（キャピタルゲイン）

企業価値が高まると、働いている人も豊かに

企業価値を高めるには、仕事を通じて人生の多くの時間を使い、会社と最も
深く関与している従業員と役員が株主利益を大きく享受できる制度が必要
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株主・投資家に対して適時適切に情報を開示
経営方針、財務内容、事業活動状況等

IR説明会

 決算説明会の開催
 決算説明会の内容
を動画や要約記事
にてホームページ
やSNS等で配信

株主総会

 株主総会の内容を
動画にてホーム
ページ配信

 株主総会事前質問
受付実施

海外投資家向け
情報発信

 日本語と同時に
英文での決算短
信開示と株主総
会招集通知

T.RAD-2025 IR基本方針

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
適宜数ページに分割



2025年度業績予測について
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2025年度 業績予想と株主還元目標
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売上高 1,400億円

ROE 4.3％

※取引先から入手した最新の販売予測を元に、米国の関税政策や為替
変動等による影響を可能な範囲で考慮した業績予想を提示

20億円当期利益

42億円経常利益 20億円以上自己株買い

240円以上年間配当

3.3%以上DOE



米国

ASEAN

日本

中国

オイルクーラ
関
税

 部材料の調達ルート再構築
 調達先移管の検討

中国→ASEANなど
 取引先との連携・交渉
 関税分価格転嫁への議論

対応① 収益性維持への取組み
 現地生産の強化と人材の確保
 自動化設備の導入による現地生産強化
 ケンタッキー州以外での米国内生産検討
 グローバル生産配分の再考
 滋賀新工場計画の一時凍結

対応② 生産体制最適化への取組み

2025年度 米国関税政策への対応

トランプ政権の関税政策の動向を見極めつつ適時柔軟に対応
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2024年度に関しましては、以前より検討を進めてまいりました『TRAの生産負荷低減活動
（グローバル生産配分により他拠点からの完成品・半完成品の供）』を実施することにより生産アイテムを絞り込み、
既存アイテムの生産を安定化させることによる原価率改善を進めてまいります。

2024年度において、赤字脱却は難しい状況ではありますが、2025年度以降における黒字化を目標に、生産の安定化・間接部門の効率向上による生産の最適化を行って参ります。




https://www.trad.co.jp/
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